
「和食文化継承リーダー」の現状

「おいしい和食のはなし」のWeｂサイト上で、認定者リストを掲示。
※ただし、Web上で掲示されている認定者は、公開可能登録者のみ

「和食を伝える手法が学べた / 色々な職場の人と意見交換ができた / 研修を通じて学んだことを次
世代へ伝えたい」など研修が気付きの場となり、受講生の満足度が高い。

令和元年度では、212名、令和２年度では、120名、令和３年度では、278名、令和４年度では、
300名が研修プログラムの全ての過程を修了し、計910名が認定。

令和４年度では、研修とともに活躍の場を創出するための環境作りや交流イベントなどを実施。
認定者数

・和食を伝える手法を学べてよかった。
・色々な職場の人と意見交換ができた。
・研修を通じて学んだことを次世代へ伝えたい。
・食育手法のバリエーションを増やすことができた。
・同じ課題感をもつ、 いい仲間ができた。

受講者の声
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278名

計
910名

（都道府県別）

（年度別）

令和４年度の取組内容

・和食文化継承リーダー研修（全都道府県）を実施
・和食文化継承リーダー研修（基礎研修）で使用するテキストの制作等
・児童向け学習教材“わたしたちと「和食」”を使用したモデル授業の実施
・和食文化継承リーダー限定の交流イベント（オンライン）の開催

R４年度
300名



児童向け学習教材“わたしたちと「和食」“を使用したモデル授業

22

児童向け学習教材“わたしたちと「和食」”
文部科学省の学習指導要領、学校現場のカリキュラムに沿う形で発達段階に

応じた内容の構成とし、指導者用では、授業への取り入れ方や指導計画と授業
展開例なども掲載。

ー 教材の特長 －
・ 導入部分で子どもの関心が高まり、知識が深まるよう、 「自分ごと化」しやすい

身近な問いかけを記載。
・ 随所に和食とSDGsを絡めた内容やコラムなどを入れ、SDGsとの関連などを自

ら 考えるよう工夫。
・ 調べ学習だけでなく、自分のこれからの生活に活かしていくことを目的に、中学年

と高学年では、最後のページにワークシートを設定。 「おいしい和食のはなし」
（http://ouchidewashoku.maff.go.jp）
にて、動画・レポート・アンケート結果など公開。

モデル授業の様子

 和食文化継承リーダーや教育現場で活躍している方向けに、和食文化の全体像を分かりやすく教育現場で
伝えていただくための継承ツールとして、小学生を対象とした教材“わたしたちと「和食」”を制作。

 令和３年度から、この教材を活用したモデル授業を開始し、児童が和食に興味を持つ機会の創出と、本教
材を多くの教育現場で活用していただくための普及活動を実施。

モデル授業実施校
児童向け学習教材“わたしたちと「和食」”を使用した授業を小学校で実施。
＜令和３年度＞１校：横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校（４年生）
＜令和４年度＞３校：姫路市立飾磨小学校（６年生）

板橋区立緑小学校（３年生）
宮城教育大学附属小学校（６年生）

ー 横浜国立大学教育学部附属小学校のモデル授業内容 ー
制作した教材から授業を企画し、「「和食」ってすごい！！」をテーマとして、 第１回「和食って何？」/第
２回「地域の和食～けんちん汁～」/第３回 「私たちの和食とSDGs宣言」を実施。 授業は、子ども達
の発言をキーワードに、和食の料理や食材から和食の ４つの特徴について子どもたち自らが見出してい
く内容で、多くの子ども達が、 活発に意見出しを行った。 また、神奈川県や鎌倉市の郷土料理につい
て学び、 ゲストティーチャーとして建長寺の住職から「けんちん汁」 の由来、食ロスとのつながりやSDGｓ
の話などを学んだ。 さらに、その日の給食は「けんちん汁」がふるまわれた。

モデル授業のレポート

ー モデル授業終了後ー
当日の授業の様子がわかる動画、レポート、保護者や児童へ実施したアンケート結果などを公開。
和食文化に関する授業を企画する際の参考として活用可能。

保護者や児童へのアンケート結果
児童用 指導者用

児童用 指導者用

児童用 指導者用

低学年

中学年高学年

動画（中学年、高学年）

http://ouchidewashoku.maff.go.jp/


官民協働の取組① ～ 「だしで味わう和食の日」（第８回目）～

 2015年より、和食会議*と農林水産省で連携し、11月24日（いいにほんしょく）の「和食の日」のイベ
ントとして「だしで味わう和食の日」を実施（令和４年度は11月21日に実施、８回目）。

 令和４年度の和食給食・和食授業の実施校は全国で14,356校、約335万人。
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［献立］ご飯、ぶりの照り焼き、おからの炒り煮、野菜の塩
昆布和え、味噌汁、牛乳、お茶

後藤副会長が、 児童と和食給食を喫食

日本が世界に誇る第五の味覚「うま味」を、「だしで味わう和食の日」
を通して児童が実感し、和食文化への興味を持つきっかけとしてもらえる
よう取り組んでいる。

当日は、和食の出前授業のほか、和食の給食メニューにしていただき、参加校には児童用の
テキスト等を提供。

和食会議の後藤加寿子副会長による出前授業の様子

和食の情報が満載のテキスト

*：一般社団法人和食文化国民会議（略称：和食会議）は、「和食；日本人の伝統的な食文化ー正月を例としてー」のユネスコ無形文化遺産登録申請を契機に、和食文化を次世代へ継承するため、平成27年2月4日に設立された組織です。

「和食の日」イベントの実施校数等の推移 令和４年度「和食の日」イベント（11/21 新宿区津久戸小学校）

（千人）
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・プロジェクトの目的達成のための活動を行う
企業等をプロジェクトメンバーとして登録・
公表。

・プロジェクトメンバーが自由に商品や販促
物等に使用可能なロゴマークの提供。

・マスコミ、SNS等を含め多様なメディアへ
プロジェクト・各企業等の取組の情報発信。

・関連イベントの開催。

・和ごはんの調理が簡単にできる商品やレシピ、
和ごはん調理家電の開発・販売。

・和ごはん総菜や弁当の開発・販売。
・レストランで子供向けやご当地食材の
メニューの展開､社員食堂等での和ごはんフェア
の実施。

・時短につながる和ごはん調理方法を動画等により
分かりやすくWEB展開。

・年中行事(お正月や五節句等)や人生儀礼(お食い初め
等)などと絡めた関連商品やメニューの開発・販売

協働

＜各企業等の取組例＞ ＜国の取組＞

※ 和ごはん･･･日本の家庭で食べられてきた食事であって、（１）ごはん、汁物、おかず等若しくはその組み合わせで構成されているもの、又は、
（２）だし並びに醤油及び味噌をはじめとする日本で古くから使われてきた調味料等が利用されているもの

官民協働の取組② ～ Let’s！和ごはんプロジェクト ～

プロジェクトメンバー数：191（令和５年10月末時点）
食品製造業者、流通業者、中食・外食業者のみならず、レシピや調理
家電製造業者等

24

「Let’s！和ごはんプロジェクト」は、和食文化の保護・継承につなげていくため、和食文化
のユネスコ無形文化遺産登録5周年となる2018年度に立ち上げた官民連携のプロジェクト。

和食にかかわる事業者と行政が一体となって、子供たちや、和食について「手間がかかり、
面倒」とのイメージを有する忙しい子育て世代に、身近･手軽に健康的な「和ごはん」を食べ
る機会を増やしても らう取組を実施。

令和元年度から11月を「和ごはん月間」と位置づけ、11月24日の「和食の日」と連携し、
集中的に活動。
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地域の和食文化ネットワーク

ネットワークの活動

背景

食文化振興小委員会の議論を踏まえ、地域における多様な食文化の保護・継承活動をより一層進めるために、
地方農政局等が事務局となって、都道府県・市町村（地方自治体）、地域の食文化の保護・継承の関係団体・関係者、
和食文化継承リーダー、その他食文化関係団体・関係者（料理人、研究家等）、食品関連事業者などの関係者
を結びつけるネットワーク「〇〇地域の和食文化ネットワーク」を立ち上げ（令和3年１月）。

地域や家庭で受け継がれてきた伝統的
な料理や作法等の和食文化を受け継ぎ、

次世代へ伝えている人の割合は、
２人に１人（48.0％）程度と低い。

郷土料理のデータベース
「うちの郷土料理」の利活用や、
「和食文化継承リーダー」等の
活躍の場を広げる必要。

地域の方々の地道な活動を
より一層活発化させるサポートを

充実させることが肝要。

食文化振興小委員において、
今後の国内の食文化の保護・継承の
対応方針の一つに「地域での取組」の
重要性の高まりを踏まえた取組の

必要性が提唱。

地域における食文化の保護・継承に繋げる取組を、個レベルから広域的、活発的、継続的に進めるため、
地域内の関係者のネットワーク化（メンバー間の連携、諸活動等）を図りつつ、
 セミナーや勉強会などのイベントの開催
 活動に使える予算（活動費）等
の情報を、定期的に送信（ネットワークへの参加費無料、活動に役立つ関連パンフレットを提供）。

地域の食文化の保護・継承活動に関心のある方ならどなたでも参加できます。
ネットワークへの参加申込はコチラ
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/network/main.html

ネットワークのイメージ

農林水産本省 関係省庁
文科省、文化庁等

関係団体
和食文化国民会議 等

各地域の和食文化ネットワーク
（事務局：地方農政局等）

連携

連携

食文化の保護・継承の取組を行っている団体・個人の掘り起こし・
会員拡大、ネットワークのメンバーへの情報提供、メンバー間の活
動支援、メンバーとの意見交換、相談受付、窓口紹介等



３．インバウンドを通じた海外需要
の取り込み・創出
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出典：ジェトロ「日本食品に対する海外消費者意識アンケート調
査」（2014年3月）を基に作成
出典：日本貿易振興機構調査（2014年3月）※複数回答可、回答者
数に対する回答個数の割合。（自国の料理は選択肢から除外）

●訪日外国人観光客が「訪日前に期待していたこと」
（全国籍・地域、複数回答）
１位 「日本食を食べること」（78.3％）

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2022年年次報告

●外国人が好きな外国料理
１位「日本料理」（66.3％）

出典：日本貿易振興機構調査（2014年3月）
※複数回答可、回答者数に対する回答個数の割合

（自国の料理は選択肢から除外）

●地方の多様な食への期待
訪日外国人が日本の地方旅行でしたいことは、
「温泉・自然観光地訪問」（52％）に次いで、
「郷土料理を食べる」（51%）
出典：株式会社日本政策投資銀行・公益財団法人日本交通公社
アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査（2022年度版）

 2013年の「和食」のユネスコ無形文化遺産登録を契機として、国内外で「和食」に対する関
心が高まっている。

 訪日外国人観光客は、地方の郷土料理を食べることを楽しみにしているとともに、好き
な外国料理でも「日本料理」が１位に挙げられている。

好きな外国料理（６都市全体結果）

好きな外国料理の１位は「日本料理」日本食ブーム
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訪日外国人旅行者の「食」への関心（海外①）
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